
はじめに 

　２００３年１２月２６日午前５時２

６分頃（現地時間）、イラン南東部の

人口約１２万人のバム市近郊でマグニ

チュード６．７の地震が発生しました。

アドベ造（日干しレンガ）の多くの住

宅が倒壊しました。早朝ということも

あり、多くの人的被害が発生し、犠牲

者は３万人を超えました。また、バム

市は２０００年以上も前に構築された

「アルゲ－バム」というアドベ造の要

塞で有名なところで、この地震によっ

て壊滅的な被害を受けました。

２０００年続いた
レンガ造りが崩れた 

　バム市内の多くの居住建造物はアド

ベ造であるという点で歴史的な城塞、

アルゲ－バムと類似しています。これ

らの建物は、約３～３．５ｍの円筒状

ドーム型、アドベ造の弓形屋根から形

成され、７０ｃｍ程の厚みのある日干

しレンガの耐力壁に保護されています。

乾燥した草と混ぜることにより、補強

加工された泥で作られた５ｃｍの層が

屋根の先端や外壁の雨から守る役割を

しています。

　今回の地震では、これらの建物の崩

壊は広範囲に及び、失われた人命のほ

とんどはその崩壊によるものでした（

写真１）。また、これらと同様の建造

物は住居としてのみでなく、学校や公

共の建物としても利用されていました

が、休日の早朝であったため人的被害

はありませんでした。

　都市部における新建築の大部分は、

鉄骨フレームで補強された石細工レン

ガ造です。しかし、近代建築である鉄

鋼建造物も、いくつかは地震による被

害を受けました（写真２）。補強され

ていないレンガ壁の面外崩壊、１階の

層崩壊などがありました。

　都市部の大きな２つの病院や消防署、

バスターミナルは、建物に大きな損傷
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写真１　アドベ造住宅の広域被害

バム地震発生地点



や部分的な崩壊が見られました。また、

ドームと光塔を備えた伝統的なモスク

はこの地震による被害を受けませんで

した。

ライフラインの被害 

　今回の地震の影響を受けた地域の水

道設備は全て地下水です。地震の前、

バム市内は都市の南の地区にある１５

箇所の井戸から水が供給されていまし

た。これらの井戸の深さは１００ｍか

ら２００ｍあり、その内５箇所には損

害が見られました。水は井戸から貯水

槽へ、石綿セメントで作られた７６ｋ

ｍある送水パイプラインによって汲み

だされます。このパイプラインの約１

０％は地震による破損がありましたが、

２週間以内に修理されました。地下に

ある３箇所の貯水槽には破損が見受け

られませんでした。

　電話回線への障害もありませんでし

た。自動車電話が２、３時間だけつな

がらなかっただけで、電力プラントは

損害を受けず、地震発生後でも使用可

能でした。被害を受けた地域には大き

な橋はありませんが、長さ数百メート

ルの鉄筋コンクリート橋には１箇所だ

け小さな損害が見られました。水路上

の橋は通常どおり機能していました。

アルゲ－バムの被害が
示すこと

　今回の地震が起こるまでの２０００

年以上の間、壮大なアドベ造構造物と

してその名を知られるアルゲ－バムが

無傷でした。これは、その地域自体が、

近年大きな地震が無かったことを示し

ています。よって、地元住民には、耐

震設計の必要性が十分認識されておら

ず、従来と同様の構法で家を建ててい

たため、今回の地震で大きな被害をも

たらしました。耐震設計のなされた構

造物は損害を受けない、受けても被害

は最小限で済む、この地震では改めて

それを実感しました。

写真２　倒壊した近代建造物


